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川上純司 教授

ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽ学部生命化学科

ﾌﾟﾛﾃｵｰﾑ（ﾀﾝﾊﾟｸ質）解析、
新規薬剤の設計

タンパク質と核酸の相互作用モデル

生体分子間相互作用のﾓﾃﾞﾙ化と局所的相互作用の
定量化

●特徴
生命活動の基本を担う生体高分子であるﾀﾝﾊﾟｸ質と

核酸（DNA,RNA）との相互作用は、水素結合や芳香環
同士のｽﾀｯｷﾝｸﾞ、疎水性相互作用、静電気相互作用な
ど、複雑な多くの結合を含んでいる。これら局所的
相互作用の効果を明らかにするために、特定の相互
作用のみを欠損させ、結合ｴﾈﾙｷﾞｰの損失を定量化す
ることが目的である。この目的が達成されれば、相
互作用の全体像を造り上げる仕組みを解明するのみ
ならず、変異体ﾀﾝﾊﾟｸ質や新規薬剤の結合活性を正確
に予測する手法が開発できると期待できる。

●研究内容
ﾀﾝﾊﾟｸ質（ｱﾐﾉ酸が決まった順番で多数つながって

いる）とRNA（ﾇｸﾚｵﾁﾄﾞが決まった順番でつながって
いる）の結合は、ｱﾐﾉ酸やﾇｸﾚｵﾁﾄﾞの構造中に含まれ
ている様々な官能基同士の相互作用を組み合わせて
実現する。具体例として、細菌に感染するｳｲﾙｽ（ﾊﾞｸ
ﾃﾘｵﾌｧｰｼﾞ）に見られるﾀﾝﾊﾟｸ質が、RNAに結合する反
応をﾓﾃﾞﾙ化し、官能基ﾚﾍﾞﾙでの局所的相互作用のｴﾈﾙ
ｷﾞｰを定量化し、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに蓄積している。

ﾀﾝﾊﾟｸ質‐核酸相互作用ﾓﾃﾞﾙ、局所的相互作用ｴﾈﾙｷﾞｰ、安定性予測、薬剤設計、定量化、ｽﾀｯｷﾝｸﾞ相互作用、水素結合、静電的相互作用
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図 ﾀﾝﾊﾟｸ質によるRNA認識ﾓﾃﾞﾙ


